ゆきば お 

雪 婆ん ご は、 遠くへ 出かけて 居りました。 

猫の ような 耳 を もち、 ぼや ぼやした 灰い ろの 髪 をし 

た 雪 婆ん ご は、 西の 山脈の、 ちぢれた ぎらぎらの 雲 を 

越えて、 遠くへ でかけて いたのです。 

ひとりの 子供が、 赤い 毛布に くるまって、 しきりに 

カリ メラの こと を 考えながら、 大きな 象の 頭の かたち 

ゆきお か すそ 

をした、 雪 丘の 裾 を、 せかせか うちの 方へ 急いで 居り 

ました。 

(そら、 新聞紙 を 尖った かたちに 巻いて、 ふうふうと 

吹く と、 炭から まるで 青 火が 燃える。 ぼく は カリ メラ 

鍋に 赤砂糖 を 一 つまみ 入れて、 それから ザ ラメ を 一 つ 



まみ 入れる。 水 をた して、 あと はくつ くつくつと 煮る 

ん だ。) ほんとうにもう 一 生けん 命、 こども は カリ メラ 

のこと を 考えながら うちの 方へ 急いでい ました。 

お 日 さま は、 空の ずう つと 遠くの すきとおつ たつめ 

たいと こで、 まば ゆい 白い 火 を、 どしどし お焚きな さ 

レます 

その 光 はまつ すぐに 四方に 発射し、 下の 方に 落ちて 

来て は、 ひっそりした 台地の 雪 を、 いちめん まば ゆい 

雪花 石膏の 板に しました。 

ひき ゆきおい の は 

二 疋の雪 狼が、 ベろ ベろ まつ 赤な 舌 を 吐きながら、 

象の 頭の かたち をした、 雪 丘の 上の 方 を あるいて いま 



帰つ て 行きました。 

こはく 

まもなく 東の そらが 黄ばら のように 光り、 琥珀い ろ 

き ん 

にかが やき、 黄金に 燃え だしました。 丘 も 野原 も あた 

らしい 雪で い つ ぱいです。 

雪 狼 ども はっかれ てぐ つたり 座って います。 雪 童子 

ま：; c リレご 

も 雪に 座って わらいました。 その 頰は 林檎の よう、 そ 

の 息 は 百合の ように かおりました。 

ギ ラギラ のお 日 さまが お登りに なりました。 今朝 は 

ちち 

青 味が かって 一 そう 立派です。 日光 は 桃い ろに いっぱ 

いに 流れました。 雪 狼 は 起き あがって 大きく 口 を あき、 

まのお 

その 口から は 青い 焰が ゆらゆらと 燃えました。 
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